
スプリンクラー設備配管にポリエチレンパイプの採用が可能となりました。
消防庁告示第19号に基づく（一財）日本消防設備安全センターによる登録認定を取得したことで
個別申請なしにアラーム弁以降の湿式スプリンクラー設備配管に使用出来ます。

■特徴

① 錆びない
金属とは異なり、樹脂製のため錆びの心配がなく、優れた耐食性がある。

② 軽量で施工が容易
金属管と比較して軽量であるため、天井での作業が容易と
なります。管体が柔軟なため、現場での切断も容易である
また、熟練不要なＥＦ接合により、省人化や施工品質の
向上にも繋がる。

   

③ 施工時間を短縮
軽量で施工性に優れるため、金属管と比較して施工時間を
短縮することが出来ます。

④ CO2排出量が少ない
金属管と比較して製造時のCO2排出量が少なく環境負荷の
低い配管材です。

スプリンクラー設備用ポリエチレンパイプ

No.043 □ 機器 □ 給⽔ □ 給湯 □ 排⽔
□ 器具 ■ 消⽕ □ ガス □環境 □ 他



■適用箇所

■登録認定の内容

※仕様などは「クボタケミックス」のHPより抜粋
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